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　多新翅類は昆虫類の98％を占める新翅類の初期分岐に
起源し、昆虫類の多様化を理解する上で重要な分類群で
ある。多新翅類内の系統進化に関しては、近年のゲノム
系統学的研究の進展によりその単系統性が支持され、新
たな系統関係が提示されるなど、再理解が進んできた
（Wip�er et al. 2019）。その一方で多新翅類を定義づける
固有派生形質は未だに乏しく、形態学的な理解のために
は、さらなる検討が必要とされている。このような中で、
卵門や胚形成様式などの発生学的形質は系統学的議論に
おいて重要視されてきた。卵門は精子の侵入口である卵
殻構造で、卵門の配置は多新翅類内の近縁なグループ間
で共通することが知られている（Uchifune and Machida 
2005a; Jintsu et al. 2007; Jintsu et al. 2010; Mashimo et al. 
2015; Fukui et al. 2018; Mtow et al. 2021; Shimizu and 
Machida 2024）。また、一対の胚原基の融合による胚形
成様式は、多新翅類の固有派生形質として注目される
（Uchifune and Machida 2005b; 神通 2007; Nakamura et 
al. 2010; Mashimo et al. 2014; Fujita and Machida 2017; 
Shimizu and Machida 2024）。以上のように多新翅類の
比較発生学的再構築が進む中で、カマキリ目、特に強固
な卵鞘をもつ派生的カマキリ類の発生学的再検討は、他
の目と比較して立ち遅れてきた。カマキリ目は、多新翅
類の中でも古くから単系統性が支持されてきた網翅類
（カマキリ目＋広義のゴキブリ目）に属する。網翅類で
はシロアリ類を含むゴキブリ目と、原始的カマキリ類で
あるケンランカマキリ科において、「卵腹面局在型」の
卵門が知られている（Fujita and Machida 2017; Fukui et 
al. 2018）。一方、派生的カマキリ類では、研究者により
卵門の配置や形態に関して見解が異なるなど、理解が定
まらない状態にある（Hagan 1917; Görg 1959; 岩井川・
大木 1982; Fukui et al. 2018）。また、胚発生についても
記載の多くが断片的であり、特に胚形成様式については
再検討の余地が多い（Giardina 1897; Hagan 1917; Görg 

1959; Fukui et al. 2018）。以上の背景から、派生的カマキ
リ目およびカマキリ目の発生学的グラウンドプランの再
構築を目的に研究を開始した。今回はその第一歩として、
派生的カマキリ類 5種の卵の外部形態観察、オオカマキ
リの卵殻形成、ヒナカマキリの胚形成の観察を行った。

　SEM観察により、派生的カマキリ類 5種の卵は、1）
腹面局在型の卵門、2）卵前極に開口する単一の孔によ
り特徴づけられることが明らかとなった。腹面局在型の
卵門は原始的カマキリ類およびゴキブリ目と共通してい
るので、カマキリ目および網翅類のグラウンドプランと
して理解できる。また、卵前極の単一の孔構造は、原始
的カマキリ類や他の網翅類で報告がなされていないの
で、派生的カマキリ類の固有派生形質と考えられる。
　ヒナカマキリ卵をDAPI染色し初期発生を蛍光顕微鏡
により観察したところ、まず卵腹面に現れた広大な胚域
が縦長の初期胚となり、さらにそれが前後に短縮するこ
とで円盤状の胚が形成されることを明らかにした。また、
胚域の正中領域の細胞密度は側方領域と比較して低く観
察された。常國（2023）はヒナカマキリの初期胚を組織
学的に検討、胚形成と同時に内層形成が進行することを
明らかにし、胚域の側方領域は予定外胚葉領域である側
板、正中領域は予定中胚葉領域である中板と理解できる
とした。近年、ハサミムシ目でも胚形成期に生じる一対
の胚原基は予定側板領域、胚原基間の正中領域は予定中
板領域であると議論されており（Shimizu and Machida 
2024）、胚形成と中胚葉形成の同時進行が多新翅類内で
共通する発生プランである可能性がある。各目での検討
が期待される。今後は、ヒナカマキリを含めた高等カマ
キリ類における広範な比較発生学的検討を行い、本目の
胚形成および内層形成過程を明らかにしていきたい。

＊ Abstract of paper read at the 61st Annual Meeting of the Arthropodan Embryological Society of Japan, June 6–7, 2025, Nasu Kogen, Tochigi, Japan.
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